





















全国 47 都道府県のうち、ウェブサイト訪問時（1）において、8 県で FAQ がなかった（2）。
また、質問が 10 例未満の図書館が 2 館あった（3）。逆に、1 つの質問に問いが 2 つ並列され
ている場合が全体で 14 例あった（4）。以上から、今回の調査のサンプル数は、（10 問× 37
































































































の 3 つの方法があります。 
 1．直接貸出 : 利用者が直接道立図書館に来て借りる方法です。

























判定すると、これらも噛み合っていない場合に算入できる。（142 ＋ 59 ＝）201 ÷ 391 ＝
約 51％、およそ半数の問答が噛み合っていないことになる。完全に噛み合っていないと










































































































10　考察 （3） 回答側の難点 : その他のケース













































































る。公共性の高い FAQ なら、噛み合いを重視して、「CD・ビデオなどの AV 資料はあり
ますか」という問いにしたようがよい（11 節参照）。
Q　パスワードを入力してもエラーがでてしまうのはなぜですか？
































A　本と雑誌とカセットテープ及びビデオ・CD・DVD を含めて 10 点まで貸出をし
ています。そのうち、大型絵本・大型紙芝居・カセットテープ・ビデオ・CD・

















3 階一般図書登録カウンター、 または 2 階子ども図書室で手続きをお願いします。
（宮城 9、×判定）









































































































などの FAQ にも当てはまる。もし問答が噛み合っていない FAQ があれば、本稿で述べ
たことを参考にして、改善してもらいたい。
《注》
（ 1 ） すべて 2018 年 5 月 7 日。
（ 2 ） 青森、長野、石川、滋賀、奈良、島根、愛媛、長崎。
（ 3 ） 山形（5 問）、福井（2 問）。
（ 4 ） 3 つ以上の問いが併置されている質問はなかった。
（ 5 ） 東京では、調査箇所内で同一の質問が 2 つ重複している。それぞれを 1 つの質問とカウン
トしている。この重複分を除くと、サンプル数の総計は 390 となる。
（ 6 ） 引用箇所では、「北海道 9」のように、図書館の所在都道府県名の後に、質問番号を記す。
この質問番号は本稿における整理番号であり、各図書館の FAQ のそれとは異なっている場
合がある。各例冒頭の「Q」も本稿で便宜上付けたものである。
（ 7 ） すべての完全疑問文の末尾には「という問いに対する答えを教えてください」を補うこと
ができるはずである。
（ 8 ） たとえば、「雑誌、新聞のリストは［ありますか］」と「雑誌、新聞のリストは［どのよう
に検索すればよいですか］」はそれぞれ異なる問いである。




















（17） これは 5 節の「ありますか」型の数に含めていない。
（18） 10 節の質問の範囲を超えて回答している場合を参照。
（19） ウィルソン＆ウォートン（今井邦彦編訳）『最新語用論入門 12 章』 （大修館書店、 2009）pp. 
127-128 参照。













（p. 173） ているが、本稿で調査対象とした公立図書館の FAQ もまた、公用文である。
